
ボイサンテキスト(30 秒) 

 

【朗読 編】 

森のレストランはいつも大人気。 

みんなにおいしくって不思議な料理をたくさん振る舞ってくれます。 

虹のポタージュ、陽だまりのオムレツ、星くずのパルフェ。 

お客さんたちはお腹いっぱい大満足。 

「ごちそうさま！」「ありがとう！」「またくるよ！」 

今日もみんなは笑顔で帰っていきました。 

 

【ナレーション 編】 

ついに奇跡の瞬間が訪れます。 

蛹の殻がゆっくりと開き、魔法のような変身を遂げた美しい蝶が羽を広げたのです。 

自然と生命の神秘に思わず目を見張ります。 

やがて蝶は仮初めの姿に別れを告げ森の中へと羽ばたいていきました。 

 

【台詞 編】 

(女性) 

私のプリンがない！ 

誰よ、せっかく楽しみにしてたのに…でも大丈夫。こんなこともあろうかと冷蔵庫に監視カ

メラを仕掛けておいたのよ！ 

これを確認すればすぐに犯人が、ってあれ、ここに映ってるのは、わたし！？ 

あ、そうだ！ おいしすぎて昨日二つ食べちゃったんだ！ へへへ。 

 

(男性) 

俺のプリンがない！ 

誰だよ、せっかく楽しみにしてたのに…でも大丈夫。こんなこともあろうかと冷蔵庫に監視

カメラを仕掛けておいたのさ！ 

これを確認すればすぐに犯人が、ってあれ、ここに映ってるのは、俺！？ 

あ、そうだ！ おいしすぎて昨日二つ食べちゃったんだ！ へへへ。 


